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　柏
崎
高
校
の
令
和
2
年
度
大
学
入
試
等
の
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
。
卒
業
生
174
名
中
、国
公
立
大
学
進
学
者
は
47
名
、

私
立
大
学
進
学
者
は
90
名
、
そ
の
他
、
短
期
大
学
5
名
、

専
門
学
校
20
名
、
就
職
4
名
、
そ
の
他
（
進
学
準
備
な
ど
） 

8
名
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
県
外
の
国
公
立
大
学
へ
の

進
学
者
は
筑
波
大
学
1
名
、
横
浜
国
立
大
学
2
名
、
東
京

都
立
大
学
2
名
、
東
京
農
工
大
学
1
名
、
埼
玉
大
学
3
名

な
ど
。
県
内
で
は
新
潟
大
学
11
名
、上
越
教
育
大
学
2
名
、

新
潟
県
立
看
護
大
学
3
名
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

私
大
定
員
厳
格
化
の
影
響
で
、
首
都
圏
の
有
名
私
大
は
、

4
～
5
年
前
と
比
べ
、
1
～
2
ラ
ン
ク
難
化
し
て
お
り
、

進
学
実
績
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
大
学
・
専
門
学

校
別
の
進
路
数
、
就
職
者
詳
細
は
次
の
通
り
。

[国公立大学]

転
出
者
・
退
職
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転出先等

教頭 田 中 健 退職

教諭 国語 内 田 正 幸 退職　柏崎常盤高校

教諭 地歴公民 市 村 善 也 長岡高校

教諭 理科（物理） 大 竹 友

教諭 保健体育 山 田 康 幸 高田高校

教諭 英語 小山万里子 十日町総合高校

常勤講師 理科(物理） 神 谷 謙 光

非常勤講師 数学 立 川 俊

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に

伴
う
臨
時
休
校
が
昨
年
度
末
か
ら
数
え
ま
す
と
三
ケ

月
近
く
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
学
校
が
再
開
さ
れ
、
こ
の
文
章
を
皆
様
が
眼

を
通
さ
れ
る
頃
に
は
、
部
活
動
も
す
べ
て
再
開
し
て

い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

部
活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
三
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
大
会
の
場
、
発
表
の
場
を
失
い
そ
の
心
中

を
察
す
る
と
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
か

ら
の
長
い
人
生
を
考
え
ま
す
と
、
必
ず
や
こ
の
経
験

は
活
か
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
と
信
じ
ま
す
。
逆
境
こ

そ
人
生
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
！
の
気
概
で
、
生
徒
の
皆

さ
ん
に
は
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
姿
を
し
っ
か
り
と
教
職
員
、
母
校
の
卒
業
生

と
し
て
見
守
り
支
え
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

転
　
入
　
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転入元等

教頭 清 水 哲 村上中等教育学校

教諭 国語 井 口 智 彦 長岡大手高校

教諭 地歴公民 吉 岡 正 和 新潟江南高校

教諭 理科（物理） 布 施 浩 史 三条高校

教諭 保健体育 三 上 悟 堀之内高校

教諭 英語 前 山 幸 子 三条商業高校

非常勤講師 数学 野 澤 恒 夫 高田高校

大　学 進学
秋田 2
秋田公立美術 1
山形 1
福島 1
福島県立医科 1
茨城県立医療 1
筑波 1
高崎経済 1
前橋工科 1
埼玉 3
埼玉県立 2
東京都立 2
東京農工 1
横浜国立 2
上越教育 2
新潟 11
新潟県立 1

新潟県立看護 3
富山 5
福井県立 1
長野 1
静岡 1
滋賀県立 1
京都市立芸術 1
［私立大学］
東北文化学園 1
国際医療福祉 1
白鷗 2
群馬パース 1
高崎健康福祉 1
埼玉工業 1
駿河台 2
西武文理 1
獨協 2
文教 1
秀明 1

令和元年度末・令和２年度初 新潟県立柏崎高等学校人事異動

城西国際 2
千葉商科 1
麗澤 1
亜細亜 1
桜美林 2
大妻女子 2
北里 1
國學院 1
昭和 1
芝浦工業 1
専修 3
創価 1
大東文化 2
中央 1
帝京 1
東京農業 1
東洋 2
日本体育 1
二松学舎 1

日本 1
文京学院 1
法政 1
武蔵野 1
明治 1
明治学院 2
立教 1
神奈川 2
神奈川工科 5
関東学院 2
洗足学園音楽 1
桐蔭横浜 1
横浜薬科 1
新潟医療福祉 5
新潟工科 7
新潟青陵 2
新潟薬科 1
金沢医科 1
金沢工業 5

金沢星稜 1
北陸 2
中京 1
京都産業 1
同志社 1
龍谷 1
近畿 1
久留米 1
［私立短期大学］

短期大学 進学
共立女子 1
國學院大栃木 1
新潟青陵 2
明倫 1
［専門学校］

専門学校 進学
新潟情報専門学校 1
長岡公務員・情報ビジネス専門学校 3
新潟法律大学校 2

新潟工科専門学校 1
新潟医療技術専門学校 3
日本工学院専門学校 1
国際ペットワールド専門学校 2
国際ホテルブライダル専門学校 1
あいち造形デザイン専門学校 1
京都伝統工芸大学校 1
東放学園専門学校 1
国際ビューティーモード専門学校 1
京都外国語専門学校 1
新潟公務員法律専門学校 1
［就職］
柏崎市役所 1
新潟県警察 1
(株)東芝 柏崎工場 1
フィリアシステム(有) 1

編
集
後
記

母
校
の
今
年
度
進
路
状
況

同
窓
会
長　

土  

田  

新  

吾
（
高
16
回
）

　

い
ま
だ
か
つ
て
な
い
事
態

に
遭
遇
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
緊
張
を
強
い

ら
れ
て
い
る
日
々
で
す
。
同

窓
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も

様
々
な
困
難
と
対
峙
さ
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
同
窓
会
も
本
部
と

三
支
部
共
に
例
年
通
り
の
活

承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
大
騒
動
か
ら
学
ぶ
べ

き
こ
と
も
多
々
あ
る
。
故

佐
々
淳
行
さ
ん
は
、
初
代
内

閣
安
全
保
障
室
長
で
あ
り
、

「
危
機
管
理
」
と
い
う
日
本

語
の
創
造
者
で
あ
る
。
危
機

管
理
の
鉄
則
は
、
大
き
く
構

え
小
さ
く
収
め
る
こ
と
ー
空

振
り
の
三
振
は
し
て
も
よ
い

動
が
出
来
ま
せ
ん
。
総
会
を

中
止
す
る
支
部
も
あ
り
ま

す
。
本
部
は
必
要
最
小
限
の

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
本

年
度
は
創
立
百
二
十
周
年
の

年
で
す
。
諸
々
記
念
事
業
を

予
定
し
、
実
行
し
つ
つ
あ
り

ま
し
た
が
、
変
更
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
紙
面
を
通
じ
て

お
伝
え
致
し
ま
す
の
で
ご
了

が
、
見
逃
し
の
三
振
は
許
さ

れ
な
い
、
と
語
っ
て
お
ら
れ

る
。
昨
年
、
国
内
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
死
者
は
三
千
人

超
（
関
連
死
を
含
め
れ
ば

一
万
人
超
）、
一
月
だ
け
で

千
六
百
八
十
五
人
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
死
者
は
。八
百
二
十
人（
五

月
二
十
四
日
現
在
）で
あ
る
。

大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

「
ニ
ュ
ー
ウ
エ
イ
ブ　

怒
涛
」
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
重
症

化
し
死
に
至
る
か
否
か
、
人

間
本
来
の
免
疫
力
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
度
の
厳
重
な
対
策
に

対
し
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
け
る
危
機
管
理
や
体
調

管
理
は
充
分
で
あ
ろ
う
か
。

人
類
が
生
き
な
が
ら
え
る
た

め
、
大
気
や
水
な
ど
母
な
る

地
球
の
危
機
管
理
は
万
全
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
論
法
で
我

校
の
将
来
を
考
え
て
み
る
。

将
来
に
備
え
、
充
分
す
ぎ
る

ほ
ど
の
勉
学
と
健
康
の
増
進

対
策
が
望
ま
れ
る
。

　

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
学
校
の

教
育
活
動
に
応
援
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

受
け
、
本
校
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
学
校
は
異
例
の

事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
月
か
ら
臨
時
休
業
と

し
、
四
月
に
一
旦
再
開
を
し

ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言

後
に
再
度
休
業
と
し
ま
し

た
。
生
徒
の
い
な
い
校
舎
か

ら
、
改
め
て
生
徒
が
活
動
し

業
式
は
放
送
に
よ
り
、
入
学

式
は
参
加
者
を
制
限
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

授
業
だ
け
で
は
な
く
、
体

育
祭
な
ど
の
行
事
や
部
活
動

の
各
種
大
会
が
中
止
と
な

り
、例
年
は
「
さ
ぁ
や
ろ
う
」

と
い
う
新
鮮
な
気
持
ち
で
臨

む
時
期
で
す
が
、
感
染
症
の

心
配
に
加
え
、
行
事
や
大
会

の
中
止
、
先
が
見
通
せ
な
い

こ
と
な
ど
で
生
徒
は
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

再
開
後
も
夏
休
み
の
短

縮
、
行
事
の
変
更
な
ど
を
検

て
こ
そ
の
学
校
だ
と
感
じ

ま
す
。
五
月
中
旬
以
降
は
学

級
の
半
数
ず
つ
午
前
午
後
に

分
散
し
て
登
校
し
、
段
階
的

に
六
月
か
ら
の
学
校
再
開

に
向
け
動
き
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
間
、
三
月
の
卒

業
式
は
参
加
者
を
制
限
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

百
七
十
四
人
を
送
り
出
し
ま

し
た
。
卒
業
生
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
状
況
を
乗
り
切

り
、
そ
の
後
に
力
を
発
揮
、

伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
四
月
の
始

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
柏
高
生
と
し
て
の
自

覚
と
「
自
主
自
律
」
の
精
神

で
、
目
標
を
明
確
に
し
て
や

れ
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
を
、
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

期
待
も
し
て
い
ま
す
。
学
校

と
し
て
は
、
感
染
防
止
と
と

も
に
、
生
徒
の
心
身
の
ケ
ア

を
行
い
な
が
ら
、
学
び
の
保

障
、
進
路
希
望
の
達
成
、
人

間
的
な
成
長
な
ど
本
校
の
役

割
、
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
御
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
長
岡
の
保
険
代
理

店
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、

村
山
雄
太
で
す
。
東
京
か
ら

柏
崎
に
帰
っ
て
き
た
の
は
、

今
か
ら
７
年
前
の
大
学
卒

業
し
た
23
歳
の
秋
頃
で
し

た
。

　

柏
崎
に
帰
っ
た
き
っ
か
け

と
い
う
の
も
、
当
時
、
母
が

が
ん
の
闘
病
中
で
自
宅
と
病

院
と
の
往
復
や
、
日
々
の
看

病
・
介
護
の
た
め
で
し
た
。

父
も
そ
の
時
は
単
身
赴
任
を

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
こ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
柏
崎

に
帰
っ
て
き
て
、
母
と
一
緒

の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
て
、
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

母
が
亡
く
な
る
ち
ょ
う

ど
前
に
、
知
人
の
紹
介
で
社

会
福
祉
法
人
の
事
務
局
に

入
職
し
、
や
っ
と
社
会
人
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
四
年
間
勤
務
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
三
年
前
か
ら
現

在
の
保
険
代
理
店
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
業
種
こ
そ

全
く
違
い
ま
す
が
、
二
つ
と

も
「
地
域
に
根
ざ
し
て
、
そ

こ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
達

に
安
心
・
安
全
を
届
け
る
」

仕
事
で
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
私
は
柏

崎
に
帰
っ
て
く
る
気
は
1
ミ

れ
は
自
分
が
一
緒
に
い
て
あ

げ
な
き
ゃ
、
も
し
か
し
た
ら

後
悔
す
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
い
、「
家
事
手
伝
い
」

と
い
う
か
た
ち
で
柏
崎
に
帰

郷
し
ま
し
た
。
同
級
生
達
が

就
職
し
て
社
会
に
出
て
い
る

と
い
う
の
に
、
自
分
は
ま
だ

社
会
人
と
し
て
人
の
役
に
立

て
て
い
な
い
・・・
そ
う
い
っ

た
歯
痒
さ
を
感
じ
な
か
っ
た

と
言
え
ば
、
う
そ
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

９
か
月
後
に
母
は
亡
く
な
っ

リ
も
な
く
、
と
も
す
れ
ば
早

く
ま
た
東
京
に
戻
り
た
い
！

と
い
う
気
持
ち
の
方
が
多
い

時
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

時
間
が
経
ち
、
年
齢
を
重
ね

る
た
び
に
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
柏
崎
の
人
や
景

色
、
空
気
、
匂
い
が
好
き
に

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。（
本
当
に
お
か
し
な
言

い
方
で
す
が
、
や
っ
と
「
馴

染
ん
で
き
た
」
と
い
っ
た
感

じ
で
す
。）

　

私
に
出
来
る
こ
と
は
微
々

た
る
も
の
で
す
が
、
柏
崎
で

暮
ら
し
て
い
て
良
か
っ
た
、

柏
崎
で
ま
た
暮
ら
し
た
い
と

思
え
る
こ
と
を
一
つ
で
も
多

く
見
い
だ
し
て
、
私
な
り
の

貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

柏
高
の
現
況

校
長　

熊 

倉 

　 

肇

帰
っ
て
き
て
よ
か
っ
た

有
限
会
社

　くら
さ
わ
・
保
険
サ
ー
ビ
ス　

村
山

　雄太
（
高
60
回
）

柏
崎
市
よ
り  

４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染拡大防止対策

令和２年度 本部 総会 について
柏中・柏高同窓会 役員会

①   「総会」は、規模を縮小して、令和２年８月１日(土)に、柏崎産文にて行う予定です。
対策 (1)「記念文化講演会」･「懇親会」および「母校吹奏楽部演奏」は、中止とする。

(2) 出席者(卒業期幹事・当番幹事)の人数を、制限させていただきます。
(3) 支部代表、および恩師の臨席は、ご遠慮させていただきます。 
(4) 上の期日の実施が、感染拡大により不可能のときは、次の「総会・予備日」

に延期する。→令和２年１１月７日(土)
② ①の縮小した総会の<実施・延期・中止>の決定を、再度、７月１日(水)に行い、それ

ぞれの卒業期幹事代表に連絡いたします。

柏高・創立120周年記念事業 記念行事 について
実行委員会

① 「記念式典」は、未定です。
対策 (1)「記念講演会」および「記念祝賀会」は、中止とする。

(2)「記念式典」への一般会員・準会員の出席は、中止させていただきます。
② 記念誌『回顧百二十年』は、予定どおり刊行いたします。

※ なお「募金」は、令和２年１１月３０日(月)まで、予定どおり継続いたします。
　 引きつづき、皆さまのご芳志を賜りたく、お願い申し上げます。

会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　

会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策による休校・部活動中止により、例年掲載させていただいている部活動報告はありません。
それに代わり、令和元年度卒業証書授与式、ならびに令和２年度入学式の様子を写真で紹介させていただきます。

来賓や在校生は臨席せず、保護者も各家庭1名とさせていただき、式次第も30分ほどに縮小して挙行されました。
様々な制約を受けた式ではありましたが、卒業生の呼名に対する凜とした返事や、爽やかな笑顔、将来を展望する熱いまなざしには今後の
激動の社会を生き抜いて行こうとする姿勢が感じられました。みなさん、ご卒業おめでとうございます。

例年は2年生有志による校歌紹介、吹奏楽部による入退場のBGMなどが盛り込まれていましたが、今年は簡素な式となりました。
しかし新入生の真剣な表情からは、新たなスタートの決意と緊張感がひしひしと伝わってきました。

卒業証書授与式　2020年3月18日（水）　大体育館にて

入学式　2020年4月7日（火）　大体育館にて

卒業証書授与　代表 近藤梨乃さん 卒業生答辞　佐藤結菜さん 卒業生174名 

式辞　熊倉肇校長 新入生代表の言葉　五十嵐尊人さん 新入生202名



卒業生同窓会入会式は、中止となりました。幹事の皆

さんには同窓会長からお祝いの言葉を、事務局からは

幹事の役割等の説明を行いました。幹事の役割等の説明を行いました。

第72回卒業期幹事の皆さん

ウ
イ
ル
ス
禍
を

乗
り
越
え
て
、
次
へ

幹
事
長
　
三
井
田
幸
一

（
高
27
回
）

　

最
後
の
当
番
幹
事
の
大
仕

事
で
あ
る
講
師
選
出
を
終

え
、
広
告
集
め
に
ギ
ア
チ
ェ

ン
ジ
し
た
ら
中
止
が
決
ま
り

ご
破
算
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

27
回
卒
の
結
末
と
は
、
無
念

な
の
か
ラ
ッ
キ
ー
な
の
か
何

と
も
言
い
難
い
。
今
は
集
会

禁
止
、
外
出
自
粛
を
続
け
る

し
か
な
い
。

　

命
が
一
番
大
事
な
こ
と
は

誰
で
も
同
じ
だ
が
、
命
の
次

に
大
事
な
こ
と
は
人
に
よ
っ

て
様
々
で
あ
る
。
旅
行
で

あ
っ
た
り
、
音
楽
で
あ
っ
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
り

す
る
。
そ
れ
ら
が
全
部
封
印

さ
れ
て
し
ま
い
耐
え
て
来
た
。

人
の
流
れ
が
止
ま
る
と
別
世

界
に
な
る
こ
と
を
身
に
浸
み

て
知
っ
た
。

　

今
日
、
緊
急
事
態
宣
言
が

全
面
解
除
さ
れ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
社
会
環
境
の
変
化
に

国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
行

く
。
臨
時
に
や
っ
て
き
た
こ

と
が
常
態
化
し
て
、
来
年
は

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
タ
ク
シ
ー
が
物
を
運

ぶ
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
注
文

す
る
、
そ
ん
な
光
景
が
現
れ

る
。
需
要
が
無
く
な
り
消
滅

す
る
も
の
と
需
要
が
生
ま
れ

拡
大
し
て
い
く
も
の
と
の
分

水
嶺
に
立
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
長
い
歴
史
を
持
つ

国
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
今

の
習
慣
の
原
型
が
あ
る
。
鎖

国
を
解
き
世
界
と
交
流
し
、

敗
戦
で
出
直
し
、
先
人
達
が

綿
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
豊

か
さ
と
文
化
が
、蒸
発
し
た
。

令
和
は
新
し
い
生
活
様
式
に

リ
・
ス
タ
ー
ト
な
の
だ
。

　
「
健
康
に
良
い
」
と
東
京

在
住
の
長
女
（
美
紀
・
高
61

回
）
か
ら
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
社

の
ア
ロ
エ
ベ
ラ
ジ
ュ
ー
ス
が

送
ら
れ
て
き
て
二
年
経
つ
。

毎
朝
飲
ん
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
。
今
で
は
元
気
と
免
疫

力
ア
ッ
プ
の
源
で
あ
る
。

（
２
０
２
０
・
５
・
27
）

す
べ
て
の
皆
様
に

心
か
ら
の「
エ
ー
ル
」を

幹
事
　
中
村
　
藤
浩

（
高
30
回
）

　

昨
年
、還
暦
の
年
と
な
り
、

記
念
す
べ
き
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
の
本
年
（
二
〇
二
〇

年
）
は
、
柏
崎
市
制
八
十
年

＆
刈
羽
村
制
百
二
十
年
の
年

と
相
成
り
、
ま
た
、
我
が
母

校
も
百
二
十
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

然
し
な
が
ら
、
年
当
初
か

ら
、
心
配
し
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
、

日
本
国
内
に
も
拡
大
し
、
学

校
の
休
校
要
請
に
始
ま
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の

一
年
延
期
、
緊
急
事
態
宣
言

発
出
と
続
き
、
長
期
の
外
出

＆
移
動
自
粛
要
請
の
中
で
、

私
ど
も
の
地
方
に
お
い
て

も
、
社
会
環
境
面
＆
経
済
活

動
面
で
も
、
甚
大
な
る
悪
影

響
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

五
月
下
旬
の
、
緊
急
事
態

宣
言
の
解
除
に
よ
っ
て
、
今

後
、
我
々
の
日
常
生
活
も
平

常
化
し
て
い
く
か
と
思
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き

な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
、
会
議
＆
イ
ベ
ン
ト

＆
大
会（
文
化
＆
ス
ポ
ー
ツ
）

等
が
、
相
次
い
で
中
止
と
な

り
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
＆
大
会

の
運
営
や
出
場
に
向
け
て
、

日
々
、尽
力
し
て
お
ら
れ
た
、

す
べ
て
の
皆
様
方
の
「
お
気

持
ち
」
を
察
す
る
時
、
柏
高

時
代
に
、
応
援
団
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
い
た
私
か
ら
も
、

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
心

か
ら
、
応
援
の
「
エ
ー
ル
」

を
送
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
お
元
気
な
笑
顔

と
と
も
に
、
同
窓
会
総
会

で
、
ま
た
、
お
会
い
い
た
し

ま
し
ょ
う
!!

同
窓
会
で
コ
ラ
ボ

幹
事
　
藤
村
　
健
夫

（
高
36
回
）

　

縁
あ
っ
て
柏
崎
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
故
郷

の
医
療
に
携
わ
る
僥
倖
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
当
院
で
は
、

医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
、放
射
線
技
師
、

検
査
技
師
、
医
事
課
、
総
務

課
な
ど
30
名
以
上
の
柏
高
卒

業
生
が
、
地
域
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。

　

現
在（
二
〇
二
〇
年
五
月
）、

新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
に
よ
り
世

界
中
で
30
万
人
を
超
え
る
死

者
が
出
て
い
ま
す
。
ペ
ス
ト

（
14
世
紀
に
死
者
一
億
人
）、

ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
一
九
一
八
〜

一
九
二
〇
年
に
死
者
五
千
万

人
）
に
匹
敵
す
る
人
類
の
感

染
症
と
の
戦
い
の
歴
史
の
一

ペ
ー
ジ
を
生
き
て
い
る
、
と

い
え
ま
す
。
当
院
は
、
感
染

管
理
認
定
看
護
師
・
匿
名
希

望（
高
47
回
）を
リ
ー
ダ
ー
に
、

緊
急
事
態
宣
言
の
最
前
線
に

立
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
超
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
90
歳
の
超
高
齢
者
の

介
護
を
60
歳
の
高
齢
者
が
担

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

で
す
。
当
院
の
地
域
で
の
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
ど
う
す
る
か
、
柏
中

柏
高
同
窓
会
の
力
が
必
要
で

す
。
今
は
三
密
を
避
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
柏
中

柏
高
同
窓
会
が
地
域
の
未
来

図
を
描
く
異
業
種
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
れ
ば

い
い
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

懐
か
し
の
イ
タ
リ
ア
！
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
襲
わ
れ
る
前
の
話
で
す
。

四
年
前
の
春
、
イ
タ
リ
ア
南

部
に
あ
る
古
代
都
市
・
ブ
リ

ン
デ
イ
ジ
市
で
、
日
伊
国
交

樹
立
１
５
０
周
年
を
記
念
し

た
「
文
化
交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
国

立
レ
オ
ナ
ル
ド
ダ
ビ
ン
チ
中

学
校
で
二
日
間
に
わ
た
り
記

念
授
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
学
三
年
生
約

１
５
０
人
に
、
私
が
撮
り
貯

め
た
写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
な
が
ら
、「
ふ
る
さ
と
日

本
」
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
市
は
、
ロ
ー
マ
に

通
ず
る
世
界
最
古
の
街
道

「
ア
ッ
ピ
ア
街
道
」
の
終
着
点

と
し
て
有
名
で
、
明
治
時
代

の
文
豪・森
鴎
外
の
小
説
「
舞

姫
」
の
冒
頭
に
も
登
場
す
る

と
て
も
歴
史
を
感
じ
る
落
ち

着
い
た
街
で
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
人
に
よ
る
同
時

通
訳
で
の
授
業
は
、
も
ち
ろ

ん
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

交
流
会
を
と
お
し
て
、「
生

徒
は
感
性
豊
か
、
表
現
力
も

あ
り
、
さ
す
が
芸
術
文
化
の

国
・
イ
タ
リ
ア
で
教
育
を
受

け
て
い
る
。」
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
と
い
え
ば
、
東
京

五
輪
開
催
も
大
き
な
話
題
を

呼
ん
で
い
ま
す
。  

　

昨
年
秋
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）

関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
る
娘
か
ら
、
新
潟
市
で

「
２
０
１
９
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

デ
ー
ラ
ン
」
が
あ
り
、
私
が

か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
学
校

出
身
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
二

度
出
場
し
て
い
る
星
瑞
枝
選

手
も
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
一
人
と

し
て
ゲ
ス
ト
参
加
す
る
と
の

連
絡
を
受
け
ま
し
た
。
当
時

開
催
ま
で
一
年
を
切
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
新
潟
か
ら
盛
り
上

げ
よ
う
と
一
般
市
民
と
の
交

流
会
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　

星
選
手
は
小
学
校
時
代
か

ら
、
数
々
の
大
会
で
優
勝
し

て
き
た
日
本
を
代
表
す
る
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
一
人

で
、
私
は
二
年
間
、
彼
女
の

体
育
を
受
け
持
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
久
し

ぶ
り
に
会
う
こ
と
が
で
き
、

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
も
、
そ
し
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用

す
る
ト
ー
チ
も
初
め
て
手
に

し
て
み
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
、
柏
崎
市
の
社

会
教
育
委
員
を
拝
命
、
委
員

長
職
に
就
い
て
八
年
目
と
な

り
ま
す
。
今
ま
で
に
市
の「
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
や
県

の
「
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
」

な
ど
多
く
の
策
定
作
業
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
社

会
教
育
の
充
実
発
展
に
も

様
々
な
立
場
で
務
め
て
き
ま

し
た
。
今
は
新
潟
県
で
五
十

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
「
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会
」（
千

人
規
模
）の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
十
一

月
、
長
岡
市
で
の
開
催
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
二
波
が
来
な
い

こ
と
を
毎
日
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

英
語
の
高
橋
政
義
先
生
は

県
内
で
校
長
を
や
り
、
辞
書

の
編
集
に
も
携
わ
っ
た
力
の

あ
る
先
生
だ
っ
た
。
敗
戦
直

後
の
物
資
が
極
度
に
欠
乏
し

て
い
る
時
、
穴
だ
ら
け
の
粗

悪
な
藁
半
紙
に
基
本
文
型
を

ガ
リ
版
印
刷
し
て
配
り
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
力
に
合
わ

せ
て
説
明
し
た
。
先
生
の
熱

心
さ
が
生
徒
に
伝
わ
り
、
み

ん
な
が
真
剣
だ
っ
た
。
背
が

高
く
、
首
を
伸
ば
し
て
講
義

す
る
姿
か
ら
、
敬
愛
を
こ
め

て
「
ツ
ル
さ
ん
」
と
よ
ん
だ
。

卒
業
後
二
十
年
も
経
っ
て
か

ら
の
ク
ラ
ス
会
で
「
ツ
ル
さ

ん
」
が
ま
だ
教
壇
に
立
っ
て

い
る
と
聞
い
た
と
き
は
、
正

直
ブ
ッ
タ
マ
ゲ
た
。
八
十
歳

だ
か
ら
。

　

田
辺
義
夫
先
生
は
授
業

中
、「
数
学
は
美
し
い
」
を

連
発
し
な
が
ら
、
終
業
ベ
ル

に
気
づ
か
な
い
ほ
ど
熱
心
に

教
え
た
。
関
和
也
が
ま
だ
説

き
明
か
さ
れ
て
い
な
い
数
学

の
難
解
な
定
理
を
解
い
て
新

聞
に
載
っ
た
。
彼
は
十
分
休

み
に
な
る
と
真
っ
先
に
グ
ラ

ン
ド
に
飛
び
出
し
て
草
野
球

に
熱
中
す
る
生
徒
だ
っ
た
の

で
、
み
ん
な
が
驚
い
た
。
田

辺
先
生
は
、秀
才
の
関
に
も
、

劣
等
生
の
僕
を
も
差
別
す
る

こ
と
な
く
、
同
じ
熱
心
さ
で

教
え
、
分
か
ら
せ
よ
う
と
し

た
。「
数
学
は
美
し
い
」
と

云
い
な
が
ら
問
題
を
解
く
先

生
の
授
業
は
楽
し
か
っ
た
。

先
生
は
出
身
地
・
高
柳
村
学

生
寮
の
舎
監
を
兼
ね
、
す
べ

て
の
寄
宿
生
に
親
身
の
世
話

を
し
て
い
た
。

　

難
波
常
作
先
生
も
数
学

だ
っ
た
。
西
中
通
村
剣
の
親

戚
に
用
事
が
あ
っ
て
自
転
車

で
何
回
か
行
っ
た
が
、
そ
の

た
び
に
難
波
先
生
を
見
か
け

た
。
春
先
の
冷
た
い
時
期
の

「
田
お
こ
し
」か
ら
、田
植
え
、

炎
天
下
で
の
田
草
取
り
、
秋

は
稲
刈
り
と
、
黙
々
と
働
い

て
い
た
。
学
校
か
ら
帰
る
と

直
ち
に
野
良
着
に
着
替
え
て

田
ん
ぼ
に
入
り
、
た
ぶ
ん
薪

割
り
や
風
呂
焚
き
も
し
、
勉

強
は
夜
に
す
る
の
だ
と
思
っ

た
。
数
学
の
授
業
も
、
家
の

農
作
業
も
同
じ
よ
う
に
真
剣

に
取
り
組
む
難
波
先
生
を
尊

敬
し
た
。
難
波
先
生
は
間
も

な
く
新
潟
大
学
長
岡
分
校
に

移
ら
れ
た
。
大
学
の
先
生
に

な
っ
て
も
、
田
ん
ぼ
に
入
っ

た
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

岡
島
正
平
校
長
先
生
は
入

学
式
の
式
辞
で
「W

ill

と

Shall

」
の
話
を
し
た
。
諸

君
は
如
何
な
る
目
的
を
持
っ

て
入
学
し
て
き
た
か
。
独
立

し
た
一
個
の
人
格
と
し
て
確

固
た
る
目
的
を
持
っ
た
学
生

生
活
を
送
り
な
さ
い
。
単
な

るShall

は
無
価
値
で
あ

る
。
し
っ
か
り
し
たW

ill

を
持
っ
て
生
き
ろ
、
と
い
う

分
か
り
や
す
く
、
説
得
力
あ

る
話
で
あ
っ
た
。
小
柄
だ
が

姿
勢
が
よ
く
、
風
貌
が
ナ
ポ

レ
オ
ン
に
似
て
い
る
の
で

「
ス
モ
ー
ル
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
」

と
あ
だ
名
が
つ
い
た
。
三
年

に
な
っ
て
、岡
島
先
生
の「
世

界
史
」
を
選
択
し
た
。
先
生

は
自
作
の
教
案
を
用
意
し
て

い
た
。
毛
筆
で
横
書
き
し
た

大
学
ノ
ー
ト
は
い
さ
さ
か
滑

稽
だ
っ
た
が
、
先
生
は
そ
れ

を
毎
年
新
し
く
作
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
民
衆

が
自
分
た
ち
の
国
を
造
り
上

げ
た
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
、

市
民
が
絶
対
王
政
を
倒
し
た

フ
ラ
ン
ス
革
命
、
労
働
者
階

級
が
平
等
な
社
会
を
目
指
し

た
ロ
シ
ア
革
命
を
学
ん
で
、

私
は
史
学
科
に
す
す
ん
だ
。

　

先
生
方
を
、
卒
業
し
て

七
十
年
に
な
る
今
も
、
は
っ

き
り
と
昨
日
の
よ
う
に
思
い

出
す
。
柏
崎
高
校
で
の
三
年

間
は
私
の
人
生
の
原
点
で
あ

る
。
懐
か
し
い
。

柏
高
創
立
百
二
十
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

私
の
記
念
授
業
を
聴
講
す
る
、
イ
タ
リ
ア
の
中
学
生

下
段
は
使
用
し
た
映
像
資
料

　

慶
応
四
年
は
明
治
元
年
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
の

一
月
三
日
鳥
羽
伏
見
の
戦

で
、
薩
摩
長
州
勢
に
敗
れ
、

こ
の
時
点
で
幕
府
領
で
あ
っ

た
領
地
は
、
新
政
府
の
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
四

月
に
は
柏
崎
の
桑
名
藩
領

も
、
新
政
府
の
支
配
下
に
お

か
れ
、
柏
崎
県
庁
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
は
、
前
述
の
と
お

り
で
す
。
刈
羽
村
で
は
、
上

高
町
、
下
高
町
、
正
明
寺
は

旗
本
安
西
氏
領
で
あ
っ
た
の

で
没
収
さ
れ
ま
し
た
が
、
幕

領
桑
名
藩
預
り
の
刈
羽
、
滝

谷
、
入
和
田
は
没
収
を
ま
ぬ

が
れ
ま
し
た
。
正
明
寺
の
一

部
と
大
塚
、
土
丸
は
桑
名
藩

領
で
あ
っ
た
の
で
、
柏
崎
民

政
局
所
管
轄
と
な
り
ま
す
。

割
町
新
田
、
西
元
寺
は
出
羽

上
之
山
松
平
氏
の
領
地
で
、

譜
代
大
名
な
が
ら
明
治
の
廃

藩
置
県
ま
で
、続
き
ま
し
た
。

十
日
市
は
椎
谷
藩
の
領
地
、

こ
の
藩
は
譜
代
大
名
で
名
門

堀
氏
の
一
族
で
し
た
が
、
新

政
府
に
つ
き
、
明
治
ま
で
続

き
ま
し
た
。
新
屋
敷
、寺
尾
、

滝
谷
新
田
は
与
板
藩
の
統
治

で
し
た
。譜
代
筆
頭
で
、代
々

大
老
職
を
だ
し
た
武
門
の
家

柄
で
す
が
、
本
藩
彦
根
の
伊

井
氏
に
し
た
が
っ
て
、
新
政

府
に
つ
き
ま
し
た
。

柏
崎
県
布
告

　

明
治
五
年
の
布
告
で
、国
、

地
方
の
組
織
が
幕
藩
体
制
と

大
き
く
か
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
柏
崎
県
の
管
轄
は
、頸
城
、

魚
沼
、
刈
羽
、
三
島
、
古
志

の
五
郡
で
す
。

　

明
治
二
十
二
年
に
第
一
次

町
村
合
併
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
正
明
寺
、
上
高
町
、
下

高
町
、
割
町
新
田
、
刈
羽
の

五
ヶ
村
は
合
併
し
て
刈
羽
村

と
な
り
ま
し
た
。
十
日
市
、

西
元
寺
、
滝
谷
、
滝
谷
新
田
、

入
和
田
、
寺
尾
の
六
ヶ
村
が

合
併
し
て
勝
山
村
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
名
称
は
勝
山
城

の
所
在
地
だ
っ
た
か
ら
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
城
将
は

不
明
で
す
。
平
塚
一
門
の
城

氏
ゆ
か
り
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。東
城
村
は
赤
田
北
方
、

赤
田
町
方
、
大
塚
、
新
屋
敷

の
四
ヶ
村
が
合
併
し
て
で
き

ま
し
た
。
こ
の
名
称
は
、
上

杉
家
四
家
老
の
一
人
斎
藤
氏

の
赤
田
城
の
東
に
あ
る
か
ら

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
油

田
、
黒
川
、
小
黒
須
、
成
沢
、

五
十
土
が
合
併
し
て
油
田
村

に
な
り
ま
す
。

第
二
次
町
村
合
併

　

明
治
三
十
四
年
、
第
二
次

町
村
合
併
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
刈
羽
村
、
勝
山
村
、
東

城
村
が
合
併
し
、
刈
羽
村
と

な
り
ま
す
。
翌
三
十
五
年
の

調
査
で
は
、
こ
の
新
刈
羽
村

の
戸
数
は
、
七
百
三
十
三
、

人
口
四
千
七
百
四
十
六
人
で

し
た
。
大
正
元
年
当
時
、
刈

羽
の
玄
関
口
荒
浜
駅
は
な

く
、
西
中
通
駅
を
荒
浜
駅
と

い
っ
て
い
ま
し
た
。
大
正
九

年
、
刈
羽
村
に
は
じ
め
て
郵

便
局
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和

三
年
、
刈
羽
小
学
校
が
移
転

改
装
、
昭
和
十
年
、
村
役
場

が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
刈

羽
村
の
各
集
落
は
、
幕
府

領
、
旗
本
領
が
複
雑
に
い
り

ま
じ
っ
て
、
一
つ
の
村
も
だ

い
た
い
二
人
の
領
主
が
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
道
路
も

整
備
さ
れ
ず
、
隣
村
へ
行

く
に
も
不
便
で
し
た
。
加
え

て
、
領
主
の
圧
政
も
あ
り
ま

し
た
。
旗
本
安
藤
氏
に
対
す

る
春
日
義
民
騒
動
、
椎
谷
藩

堀
氏
に
対
す
る
天
明
義
民
騒

動
、
等
々
人
々
の
苦
労
は
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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明
治
初
年
の
刈
羽
村

（高 18回卒）（高 18回卒）

中山 博迪さん

がんばれ！同窓生 17

（高 18回卒）

中山 博迪さん

教え子 東京五輪へ…

中山 博迪中山 博迪

教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…

社会教育委員長

教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…

教え子で元オリンピック選手・星瑞枝さんと（新潟ビッグスワンにて）

当番幹事より

① 郵 便 〒945-0065 柏崎市学校町4-1
　　　新潟県立柏崎高等学校
　　　柏中・柏高同窓会 事務局

② ファックス 0257（35）7838
③ Ｅ・メール dotoh@kzh.biglobe.ne.jp
④ 電　話 0257（35）7839

■会員の「住所変更・訂正」「物故」の連絡は、上記の
　①郵便　②ファックス　③Ｅ・メールでお願いいたします。
■正確を期すため、④電話での連絡はできるだけ避けてください。
■特に、「物故」の連絡は、必ず ① ② ③ でお願いいたします。

事務局より 連絡先

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
旧 職 員 1 2,000

〔柏崎中学校〕
33回（昭和12/３） 1 2,000
34回（昭和13/３） 0 0
35回（昭和14/３） 1 2,000
36回（昭和15/３） 0 0
37回（昭和16/３） 0 0
38回（昭和17/３） 3 6,000
39回（昭和18/３） 1 2,000
40回（昭和19/３） 3 6,000
41回（昭和20/３） 9 18,000
42回（昭和20/３） 11 22,000
43回（昭和21/３） 4 8,000
44回（昭和22/３） 9 18,000
45回（昭和23/３） 6 12,000
46回（昭和24/３） 1 2,000
〔柏崎高等学校〕
１回（昭和24/３） 2 4,000
２回（昭和25/３） 19 38,000
３回（昭和26/３） 34 68,000
４回（昭和27/３） 30 64,000
５回（昭和28/３） 37 74,000
６回（昭和29/３） 47 94,000
７回（昭和30/３） 49 100,000
８回（昭和31/３） 51 102,000
９回（昭和32/３） 54 110,000
10回（昭和33/３） 55 110,000
11回（昭和34/３） 68 136,000
12回（昭和35/３） 45 90,000
13回（昭和36/３） 55 111,000
14回（昭和37/３） 70 140,000
15回（昭和38/３） 43 86,000
16回（昭和39/３） 64 128,000
17回（昭和40/３） 70 141,000
18回（昭和41/３） 103 210,000
19回（昭和42/３） 79 158,000
20回（昭和43/３） 105 210,000
21回（昭和44/３） 61 122,000
22回（昭和45/３） 61 122,000
23回（昭和46/３） 76 156,000
24回（昭和47/３） 50 102,000
25回（昭和48/３） 60 120,000
26回（昭和49/３） 46 102,000
27回（昭和50/３） 63 126,000
28回（昭和51/３） 70 144,000

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
〔柏崎高等学校〕
29回（昭和52/３） 45 90,000
30回（昭和53/３） 49 100,000
31回（昭和54/３） 47 93,000
32回（昭和55/３） 16 34,000
33回（昭和56/３） 33 66,000
34回（昭和57/３） 24 48,000
35回（昭和58/３） 36 74,000
36回（昭和59/３） 22 46,000
37回（昭和60/３） 22 44,000
38回（昭和61/３） 27 54,000
39回（昭和62/３） 16 31,000
40回（昭和63/３） 15 30,000
41回（平成元/３） 16 34,000
42回（平成２/３） 17 34,000
43回（平成３/３） 20 40,000
44回（平成４/３） 9 18,000
45回（平成５/３） 17 34,000
46回（平成６/３） 11 22,000
47回（平成７/３） 14 28,000
48回（平成８/３） 4 8,000
49回（平成９/３） 9 17,000
50回（平成10/３） 10 20,000
51回（平成11/３） 4 8,000
52回（平成12/３） 9 18,000
53回（平成13/３） 9 18,000
54回（平成14/３） 3 6,000
55回（平成15/３） 3 6,000
56回（平成16/３） 9 18,000
57回（平成17/３） 4 8,000
58回（平成18/３） 4 8,000
59回（平成19/３） 6 12,000
60回（平成20/３） 6 12,000
61回（平成21/３） 3 6,000
62回（平成22/３） 3 6,000
63回（平成23/３） 5 10,000
64回（平成24/３） 15 30,000
65回（平成25/３） 8 16,000
66回（平成26/３） 6 12,000
67回（平成27/３） 13 25,000
68回（平成28/３） 6 12,000
69回（平成29/３） 4 8,000
70回（平成30/３） 11 22,000
71回（平成31/３） 15 30,000

計 2,242 4,524,000

◆ 会費（同窓会運営費）を納めていただき、誠にありがとうございます。
◆ 会の円滑な運営のため、今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。

運営費納入のお知らせ
（令和元年6月1日～令和２年5月31日）

特別寄稿

『
恩
　
師
』

創
立
百
二
十
周
年
に
よ
せ
て

村
山
　
　
佐
（
高
４
回
）

創
立
百
二
十
周
年
に
よ
せ
て
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東京柏会の事務局が
 　 　　次のように変わりました

○東京柏会　会長   矢代　隆義 （高20）

（事務局）
〒102－0074
東京都千代田区九段南３－９－12

               九段ニッカナビル ９F
武田公認会計士事務所内
東京柏会 事務局　武田　茂 (高23)
tel.０３－５２１５－５３３１

柏中柏高同窓会新聞
発行代表者
土  田  新  吾
印  刷  所
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題　字
近　藤　禄　郎　氏

　柏
崎
高
校
の
令
和
2
年
度
大
学
入
試
等
の
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
。
卒
業
生
174
名
中
、国
公
立
大
学
進
学
者
は
47
名
、

私
立
大
学
進
学
者
は
90
名
、
そ
の
他
、
短
期
大
学
5
名
、

専
門
学
校
20
名
、
就
職
4
名
、
そ
の
他
（
進
学
準
備
な
ど
） 

8
名
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
県
外
の
国
公
立
大
学
へ
の

進
学
者
は
筑
波
大
学
1
名
、
横
浜
国
立
大
学
2
名
、
東
京

都
立
大
学
2
名
、
東
京
農
工
大
学
1
名
、
埼
玉
大
学
3
名

な
ど
。
県
内
で
は
新
潟
大
学
11
名
、上
越
教
育
大
学
2
名
、

新
潟
県
立
看
護
大
学
3
名
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

私
大
定
員
厳
格
化
の
影
響
で
、
首
都
圏
の
有
名
私
大
は
、

4
～
5
年
前
と
比
べ
、
1
～
2
ラ
ン
ク
難
化
し
て
お
り
、

進
学
実
績
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
大
学
・
専
門
学

校
別
の
進
路
数
、
就
職
者
詳
細
は
次
の
通
り
。

[国公立大学]

転
出
者
・
退
職
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転出先等

教頭 田 中 健 退職

教諭 国語 内 田 正 幸 退職　柏崎常盤高校

教諭 地歴公民 市 村 善 也 長岡高校

教諭 理科（物理） 大 竹 友

教諭 保健体育 山 田 康 幸 高田高校

教諭 英語 小山万里子 十日町総合高校

常勤講師 理科(物理） 神 谷 謙 光

非常勤講師 数学 立 川 俊

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に

伴
う
臨
時
休
校
が
昨
年
度
末
か
ら
数
え
ま
す
と
三
ケ

月
近
く
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
学
校
が
再
開
さ
れ
、
こ
の
文
章
を
皆
様
が
眼

を
通
さ
れ
る
頃
に
は
、
部
活
動
も
す
べ
て
再
開
し
て

い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

部
活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
三
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
大
会
の
場
、
発
表
の
場
を
失
い
そ
の
心
中

を
察
す
る
と
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
か

ら
の
長
い
人
生
を
考
え
ま
す
と
、
必
ず
や
こ
の
経
験

は
活
か
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
と
信
じ
ま
す
。
逆
境
こ

そ
人
生
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
！
の
気
概
で
、
生
徒
の
皆

さ
ん
に
は
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
姿
を
し
っ
か
り
と
教
職
員
、
母
校
の
卒
業
生

と
し
て
見
守
り
支
え
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

転
　
入
　
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転入元等

教頭 清 水 哲 村上中等教育学校

教諭 国語 井 口 智 彦 長岡大手高校

教諭 地歴公民 吉 岡 正 和 新潟江南高校

教諭 理科（物理） 布 施 浩 史 三条高校

教諭 保健体育 三 上 悟 堀之内高校

教諭 英語 前 山 幸 子 三条商業高校

非常勤講師 数学 野 澤 恒 夫 高田高校

大　学 進学
秋田 2
秋田公立美術 1
山形 1
福島 1
福島県立医科 1
茨城県立医療 1
筑波 1
高崎経済 1
前橋工科 1
埼玉 3
埼玉県立 2
東京都立 2
東京農工 1
横浜国立 2
上越教育 2
新潟 11
新潟県立 1

新潟県立看護 3
富山 5
福井県立 1
長野 1
静岡 1
滋賀県立 1
京都市立芸術 1
［私立大学］
東北文化学園 1
国際医療福祉 1
白鷗 2
群馬パース 1
高崎健康福祉 1
埼玉工業 1
駿河台 2
西武文理 1
獨協 2
文教 1
秀明 1

令和元年度末・令和２年度初 新潟県立柏崎高等学校人事異動

城西国際 2
千葉商科 1
麗澤 1
亜細亜 1
桜美林 2
大妻女子 2
北里 1
國學院 1
昭和 1
芝浦工業 1
専修 3
創価 1
大東文化 2
中央 1
帝京 1
東京農業 1
東洋 2
日本体育 1
二松学舎 1

日本 1
文京学院 1
法政 1
武蔵野 1
明治 1
明治学院 2
立教 1
神奈川 2
神奈川工科 5
関東学院 2
洗足学園音楽 1
桐蔭横浜 1
横浜薬科 1
新潟医療福祉 5
新潟工科 7
新潟青陵 2
新潟薬科 1
金沢医科 1
金沢工業 5

金沢星稜 1
北陸 2
中京 1
京都産業 1
同志社 1
龍谷 1
近畿 1
久留米 1
［私立短期大学］

短期大学 進学
共立女子 1
國學院大栃木 1
新潟青陵 2
明倫 1
［専門学校］

専門学校 進学
新潟情報専門学校 1
長岡公務員・情報ビジネス専門学校 3
新潟法律大学校 2

新潟工科専門学校 1
新潟医療技術専門学校 3
日本工学院専門学校 1
国際ペットワールド専門学校 2
国際ホテルブライダル専門学校 1
あいち造形デザイン専門学校 1
京都伝統工芸大学校 1
東放学園専門学校 1
国際ビューティーモード専門学校 1
京都外国語専門学校 1
新潟公務員法律専門学校 1
［就職］
柏崎市役所 1
新潟県警察 1
(株)東芝 柏崎工場 1
フィリアシステム(有) 1

編
集
後
記

母
校
の
今
年
度
進
路
状
況

同
窓
会
長　

土  

田  

新  

吾
（
高
16
回
）

　

い
ま
だ
か
つ
て
な
い
事
態

に
遭
遇
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
緊
張
を
強
い

ら
れ
て
い
る
日
々
で
す
。
同

窓
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も

様
々
な
困
難
と
対
峙
さ
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
同
窓
会
も
本
部
と

三
支
部
共
に
例
年
通
り
の
活

承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
大
騒
動
か
ら
学
ぶ
べ

き
こ
と
も
多
々
あ
る
。
故

佐
々
淳
行
さ
ん
は
、
初
代
内

閣
安
全
保
障
室
長
で
あ
り
、

「
危
機
管
理
」
と
い
う
日
本

語
の
創
造
者
で
あ
る
。
危
機

管
理
の
鉄
則
は
、
大
き
く
構

え
小
さ
く
収
め
る
こ
と
ー
空

振
り
の
三
振
は
し
て
も
よ
い

動
が
出
来
ま
せ
ん
。
総
会
を

中
止
す
る
支
部
も
あ
り
ま

す
。
本
部
は
必
要
最
小
限
の

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
本

年
度
は
創
立
百
二
十
周
年
の

年
で
す
。
諸
々
記
念
事
業
を

予
定
し
、
実
行
し
つ
つ
あ
り

ま
し
た
が
、
変
更
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
紙
面
を
通
じ
て

お
伝
え
致
し
ま
す
の
で
ご
了

が
、
見
逃
し
の
三
振
は
許
さ

れ
な
い
、
と
語
っ
て
お
ら
れ

る
。
昨
年
、
国
内
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
死
者
は
三
千
人

超
（
関
連
死
を
含
め
れ
ば

一
万
人
超
）、
一
月
だ
け
で

千
六
百
八
十
五
人
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
死
者
は
。八
百
二
十
人（
五

月
二
十
四
日
現
在
）で
あ
る
。

大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

「
ニ
ュ
ー
ウ
エ
イ
ブ　

怒
涛
」
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
重
症

化
し
死
に
至
る
か
否
か
、
人

間
本
来
の
免
疫
力
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
度
の
厳
重
な
対
策
に

対
し
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
け
る
危
機
管
理
や
体
調

管
理
は
充
分
で
あ
ろ
う
か
。

人
類
が
生
き
な
が
ら
え
る
た

め
、
大
気
や
水
な
ど
母
な
る

地
球
の
危
機
管
理
は
万
全
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
論
法
で
我

校
の
将
来
を
考
え
て
み
る
。

将
来
に
備
え
、
充
分
す
ぎ
る

ほ
ど
の
勉
学
と
健
康
の
増
進

対
策
が
望
ま
れ
る
。

　

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
学
校
の

教
育
活
動
に
応
援
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

受
け
、
本
校
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
学
校
は
異
例
の

事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
月
か
ら
臨
時
休
業
と

し
、
四
月
に
一
旦
再
開
を
し

ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言

後
に
再
度
休
業
と
し
ま
し

た
。
生
徒
の
い
な
い
校
舎
か

ら
、
改
め
て
生
徒
が
活
動
し

業
式
は
放
送
に
よ
り
、
入
学

式
は
参
加
者
を
制
限
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

授
業
だ
け
で
は
な
く
、
体

育
祭
な
ど
の
行
事
や
部
活
動

の
各
種
大
会
が
中
止
と
な

り
、例
年
は
「
さ
ぁ
や
ろ
う
」

と
い
う
新
鮮
な
気
持
ち
で
臨

む
時
期
で
す
が
、
感
染
症
の

心
配
に
加
え
、
行
事
や
大
会

の
中
止
、
先
が
見
通
せ
な
い

こ
と
な
ど
で
生
徒
は
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

再
開
後
も
夏
休
み
の
短

縮
、
行
事
の
変
更
な
ど
を
検

て
こ
そ
の
学
校
だ
と
感
じ

ま
す
。
五
月
中
旬
以
降
は
学

級
の
半
数
ず
つ
午
前
午
後
に

分
散
し
て
登
校
し
、
段
階
的

に
六
月
か
ら
の
学
校
再
開

に
向
け
動
き
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
間
、
三
月
の
卒

業
式
は
参
加
者
を
制
限
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

百
七
十
四
人
を
送
り
出
し
ま

し
た
。
卒
業
生
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
状
況
を
乗
り
切

り
、
そ
の
後
に
力
を
発
揮
、

伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
四
月
の
始

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
柏
高
生
と
し
て
の
自

覚
と
「
自
主
自
律
」
の
精
神

で
、
目
標
を
明
確
に
し
て
や

れ
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
を
、
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

期
待
も
し
て
い
ま
す
。
学
校

と
し
て
は
、
感
染
防
止
と
と

も
に
、
生
徒
の
心
身
の
ケ
ア

を
行
い
な
が
ら
、
学
び
の
保

障
、
進
路
希
望
の
達
成
、
人

間
的
な
成
長
な
ど
本
校
の
役

割
、
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
御
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
長
岡
の
保
険
代
理

店
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、

村
山
雄
太
で
す
。
東
京
か
ら

柏
崎
に
帰
っ
て
き
た
の
は
、

今
か
ら
７
年
前
の
大
学
卒

業
し
た
23
歳
の
秋
頃
で
し

た
。

　

柏
崎
に
帰
っ
た
き
っ
か
け

と
い
う
の
も
、
当
時
、
母
が

が
ん
の
闘
病
中
で
自
宅
と
病

院
と
の
往
復
や
、
日
々
の
看

病
・
介
護
の
た
め
で
し
た
。

父
も
そ
の
時
は
単
身
赴
任
を

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
こ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
柏
崎

に
帰
っ
て
き
て
、
母
と
一
緒

の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
て
、
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

母
が
亡
く
な
る
ち
ょ
う

ど
前
に
、
知
人
の
紹
介
で
社

会
福
祉
法
人
の
事
務
局
に

入
職
し
、
や
っ
と
社
会
人
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
四
年
間
勤
務
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
三
年
前
か
ら
現

在
の
保
険
代
理
店
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
業
種
こ
そ

全
く
違
い
ま
す
が
、
二
つ
と

も
「
地
域
に
根
ざ
し
て
、
そ

こ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
達

に
安
心
・
安
全
を
届
け
る
」

仕
事
で
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
私
は
柏

崎
に
帰
っ
て
く
る
気
は
1
ミ

れ
は
自
分
が
一
緒
に
い
て
あ

げ
な
き
ゃ
、
も
し
か
し
た
ら

後
悔
す
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
い
、「
家
事
手
伝
い
」

と
い
う
か
た
ち
で
柏
崎
に
帰

郷
し
ま
し
た
。
同
級
生
達
が

就
職
し
て
社
会
に
出
て
い
る

と
い
う
の
に
、
自
分
は
ま
だ

社
会
人
と
し
て
人
の
役
に
立

て
て
い
な
い
・・・
そ
う
い
っ

た
歯
痒
さ
を
感
じ
な
か
っ
た

と
言
え
ば
、
う
そ
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

９
か
月
後
に
母
は
亡
く
な
っ

リ
も
な
く
、
と
も
す
れ
ば
早

く
ま
た
東
京
に
戻
り
た
い
！

と
い
う
気
持
ち
の
方
が
多
い

時
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

時
間
が
経
ち
、
年
齢
を
重
ね

る
た
び
に
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
柏
崎
の
人
や
景

色
、
空
気
、
匂
い
が
好
き
に

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。（
本
当
に
お
か
し
な
言

い
方
で
す
が
、
や
っ
と
「
馴

染
ん
で
き
た
」
と
い
っ
た
感

じ
で
す
。）

　

私
に
出
来
る
こ
と
は
微
々

た
る
も
の
で
す
が
、
柏
崎
で

暮
ら
し
て
い
て
良
か
っ
た
、

柏
崎
で
ま
た
暮
ら
し
た
い
と

思
え
る
こ
と
を
一
つ
で
も
多

く
見
い
だ
し
て
、
私
な
り
の

貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

柏
高
の
現
況

校
長　

熊 

倉 

　 

肇

帰
っ
て
き
て
よ
か
っ
た

有
限
会
社

　くら
さ
わ
・
保
険
サ
ー
ビ
ス　

村
山

　雄太
（
高
60
回
）

柏
崎
市
よ
り  

４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染拡大防止対策

令和２年度 本部 総会 について
柏中・柏高同窓会 役員会

①   「総会」は、規模を縮小して、令和２年８月１日(土)に、柏崎産文にて行う予定です。
対策 (1)「記念文化講演会」･「懇親会」および「母校吹奏楽部演奏」は、中止とする。

(2) 出席者(卒業期幹事・当番幹事)の人数を、制限させていただきます。
(3) 支部代表、および恩師の臨席は、ご遠慮させていただきます。 
(4) 上の期日の実施が、感染拡大により不可能のときは、次の「総会・予備日」

に延期する。→令和２年１１月７日(土)
② ①の縮小した総会の<実施・延期・中止>の決定を、再度、７月１日(水)に行い、それ

ぞれの卒業期幹事代表に連絡いたします。

柏高・創立120周年記念事業 記念行事 について
実行委員会

① 「記念式典」は、未定です。
対策 (1)「記念講演会」および「記念祝賀会」は、中止とする。

(2)「記念式典」への一般会員・準会員の出席は、中止させていただきます。
② 記念誌『回顧百二十年』は、予定どおり刊行いたします。

※ なお「募金」は、令和２年１１月３０日(月)まで、予定どおり継続いたします。
　 引きつづき、皆さまのご芳志を賜りたく、お願い申し上げます。

会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　

会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策による休校・部活動中止により、例年掲載させていただいている部活動報告はありません。
それに代わり、令和元年度卒業証書授与式、ならびに令和２年度入学式の様子を写真で紹介させていただきます。

来賓や在校生は臨席せず、保護者も各家庭1名とさせていただき、式次第も30分ほどに縮小して挙行されました。
様々な制約を受けた式ではありましたが、卒業生の呼名に対する凜とした返事や、爽やかな笑顔、将来を展望する熱いまなざしには今後の
激動の社会を生き抜いて行こうとする姿勢が感じられました。みなさん、ご卒業おめでとうございます。

例年は2年生有志による校歌紹介、吹奏楽部による入退場のBGMなどが盛り込まれていましたが、今年は簡素な式となりました。
しかし新入生の真剣な表情からは、新たなスタートの決意と緊張感がひしひしと伝わってきました。

卒業証書授与式　2020年3月18日（水）　大体育館にて

入学式　2020年4月7日（火）　大体育館にて

卒業証書授与　代表 近藤梨乃さん 卒業生答辞　佐藤結菜さん 卒業生174名 

式辞　熊倉肇校長 新入生代表の言葉　五十嵐尊人さん 新入生202名


